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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご存じの方がほとんどだと思うが、はじめに旭山動物園の概要を紹介
旭山動物園は、１９６７年、昭和４２年に開園し、今年で５８年目を迎える
敷地は約１．５ヘクタールあり、その中で１０１種、６０８点の動物を飼育している
入園料は一般１０００円で中学生以下は無料、市民料金も設定している


&

C

~

{EZBDlE. #b

BYET. HYDXEOHY/IHLDEFECITE. LLETDHRIC [ES, ELE, BT 2RO,
(7K ZADHEHINDZIZEMOBOHORE | 2R LU TIZL L,

K& - Ry bEEDNEVWEZBELT [HDEDY., MOES] 2R LTILL,

Z LT, BFEPYORECRRERNEZEZEZS LS, ML RMELERFLEZTYLALERS
EoNTICHENDG, DL D BREYERTHY 7L


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらもご存じの方も多いと思うが、本園の理念についてお伝えする
伝えるのは命、を理念として掲げており、ありのままの動物たちの生活や行動、しぐさを通じて、動物たちの凄さ、美しさ、尊さを見つけ、命のぬくもりや尊さを感じてもらい、こうしたふれあいの中から動物と人間が対等な生き物であることを考えてもらいたい、という思いを込めている。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
旭山動物園では、これまで、気候変動問題に対する来園者の理解を深めるため、様々な取組を実施している
例えば飼育スタッフが手書きの看板を作成
市民との協働の事例として、旭川高等支援学校の協力で、雪の保存に挑戦。動物に提供したり、雪を利用した冷房装置への利用を図るもの。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これまで、旭山動物園は行動展示ということで名を知られていましたが、ここに昨今の気候変動の影響なども踏まえて、新たな価値として「Zero Carbon ZOO」というプロジェクトを立ち上げたところ
概念としては、省エネ・再エネなどの脱炭素化を通じて、レジリエンスを確保するとともに、先の理念や使命に沿って、来園者に訴求することを通じて行動変容につなげ、広く生物多様性や地球環境の保全、ひいては人間の快適な暮らしにつなげようというもの。
ここまでいうと少し大げさなので、まずは足元の脱炭素の取組について、力を入れていきましょうというもの
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度、Zero Carbon ZOOのハード部分、省エネ・再エネの整備に向けて、まずはエネルギー需要を可視化するところから始めた
これは月別の電力需要量をグラフ化したもので、真冬の２月に最大の電力需要、４５２ｋｗが必要なことが判明した
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この４５２ｋWがどのくらいか、私も知見がないのでさっぱりわからなかったので、少し落とし込んでみた
１ｋW=1000Wなので、単純に考えれば、トースター４５２台を同時稼働させてパンを焼くくらいの電力ということで、通常の家庭がだいたい５ｋWくらいなので、約９０倍の規模だということ
これを再エネに落とし込むと、一般家庭用の太陽光パネルの４５倍−９０倍ということなので、コスト的な面も含めて考えて、まずは、フル稼働させるのではなくて、非常時に必要な電力量に絞って、再エネを入れようという考えに至った
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に取り組んだのが、非常時に必要な電力量に絞るという作業
動物園内の機能をランクABCの３つに分けて整理したところ
停電期間を３日間と考えて、この間に必要な機能を仕分けたが、これでもAだけで２６７−３３１ｋWが必要そうだという結果
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それだけの再エネを園内で準備できるのか、ということについて次に検討した
現状考えられる園内の空き地に太陽光パネルを設置した場合、約１５０ｋWと、必要量から相当の開きがあることが判明
下の写真にあるとおり、普通の太陽光って斜めに設置するケースが多いと思うが、やはり、Zero Carbon ZOOとして掲げてやるからには、再エネのショーケースとして新しい取組をやりたいということで、縦型太陽光やペロブスカイトなどの導入を考えていきたい
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一旦、調べたことを整理すると、この表のようになる
上段の熱に関しては、ほぼ灯油であって、旭山は都市ガスのエリア外なので、当分の間はここは灯油に頼らざるを得ないと思っている
それ以外の電気の部分については、電力需要を落として、再エネ量に近づける意味でも省エネも並行して行いながら、足りない分は再エネ電力を買ってきたり、熱の部分についてはクレジット購入によるオフセットと図る形がいいかなと考えているところ
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これを少し時間軸に乗せて整理してみると
まずはランクAB、ないと命に関わるようなものを優先的に園内発電による再エネに置き換えて、レジリエンスと脱炭素を図りつつ、
長期的には大型設備の省エネ化だったり、燃料転換を実施しながら、エネルギー使用量そのものを減らしつつ、再エネに置き換えていくということをやっていきたい
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう１点、動物園として、大事なこととして、来園者に伝えて、行動変容につなげるというソフト面について
考え方としては、来園者が主体的に学べる仕掛けだったり、何度も足を運びたくなるような仕掛けを準備していくこと注力しながら、これらを展開する際には、単発イベントとして見られないように、統一した見せ方をしていきたい
こうした取組の成果として、行動変容を促すだけでなく、環境を起点にした動物園の高付加価値化だったり、リピーター確保につなげていきたい
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
仕掛けの第一弾として、今年の冬に行った取組を紹介する
道庁の事業で、Earth hacksという三井物産と博報堂の共同事業会社があって、そこが運営主体となって、応募して選ばれた学生たちと、企業が一緒になって事業構想を練るビジネスコンテストとして、北海道デカボチャレンジが開かれた
この中で、我々の方から入園者に対しての環境面でのアプローチ方法についてテーマとして出して、一緒に考えていった


tBETHEFYLYIOADSHE | AF—LA

m— « RBUBYERDOIFEBRAEEIL. BRGE—FN - XBIPICK>TULD
( AR ) e BUEEToTWBIFE. FBEIED>TULAL

(s—27v b)) HPEUTOTHE BRI £H5>RTEN (30~40f)

Earth hackstt DIRET 27 H AR I T7 A FALZ-ERNTCORFREL B EYTS —LHEDEA

o o

M

s T

Fryb+FARZAT - SOFNHEEMD  ROFHREND
by Children for Adults
FrytRABTHLS ForybicRTFARE AND B & Fd REERDLIAT
Frv b TRE

Al (C & % MEal


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
３チーム編成で、それぞれ特徴的で面白い提案が出てきたので、それぞれの概要を簡単にお伝えする
Aチームは、情報発信が看板などが中心なので、一方的で受動的だという課題設定を行い、
これに対して親子連れをターゲットに、宝探しなどのゲーム性をもたせたコンテンツ展開の提案があった
ただ環境に関係する数字を探すだけでなくて、親子での会話が生まれる仕掛けだったり、チケット投票など一緒に施策を作るという普段思いつかないような提案があり、新鮮だった
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Bチームも課題設定は似たような感じで、パネル学習は表面的で、１回ではなかなか深い学習につながらないというもの
こちらもファミリー層にターゲットを絞って、オリジナルのWeb図鑑について提案があった、自分で写真を取ったり、説明文を書くことで深い学びにつながり、複合的にランキングだったり、ミッションを課すことで何度も来て学ぶ機会を作れるのでは、という提案であった
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Cチームも課題としては、同じような感じで、学びの自分ごと化が進んでおらず、なんとなく楽しい思い出で終わっているのでは、というもの
こちらは大学生をターゲットに最近流行りのコト消費と組合せてアートを起点に学びの機会や共感をつくっていくというもの
現在、これら各チームの提案を踏まえて、実装に向けた検討を始めたところ
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう１つ、今年のチャレンジとして、動物園のCO2排出量を算定した
Scope1-2という、灯油やガソリン、電気などのエネルギー関係のみならず、その他の間接排出であるScope3までを網羅したことが新しい取り組みかなと思う
数字としては、動物園は再エネ電力を買っているので、Scope2はゼロで、Scope3が全体の８割以上を占めている
この中でもカテゴリ１として、水道代や委託料、飼料代などが多く占めているほか、カテゴリ９は、来園者交通として、旭山動物園までの交通にかかるCO2も算定した
町外れにあるので、ほぼほぼ車での来園であって、総排出量の半分近くを占めていることがわかった
こうやって可視化することで、どこにターゲットを絞って対策すればいいかが分かるようになったので、次年度以降も継続して算定しつつ、先程の施策とも連動させながら、対策を考えていきたい
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後、まとめとして、次年度以降の進め方
ハード面については、お話したようにエネルギー需要量と再エネ量に差があるので、ここを詰めるために、レジリエンス上の重要箇所やエネルギーを多く使う場所について、計器を使って実測するなどの精緻化を図るのと同時に、
需要量の絞り込みや再エネの具体的な仕様を詰めていって、需要量と再エネ量のバランスを取っていきたい
ソフト面においては、学生提案を踏まえてより具体的な施策に仕上げていきつつ、統一した見せ方としてやっていくこと、また、CO2排出量についても算定を継続して、オフセットの仕組みづくりまでやっていくことなどを通じて、Zero Carbon ZOOの定着を図っていきたい
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